
 

はじめに 

 

日本のジオパークにおいては，「ジオ・エコ・

ヒト」という言葉に代表されるように，地質・地

形（ジオ），その上に成立する生態系（エコ），

そしてそれらと関わる人の暮らし（ヒト）の繋が

りが重視され，地質遺産のみならず，それと関連

した自然遺産や文化遺産の保全，活用が進められ

てきた（中村, 2024）．このことによって，地域の

様々な活動や住民とジオパークとの接点を作るこ

とが可能になってきた．一方で，それぞれのジオ

パーク活動において取り扱うべき分野は多岐に渡

るため，ジオパーク管理運営団体の人員や専門性

の不足により多分野に関する調査活動を行えない

ことがある．実際に土佐清水ジオパークでは，地

域の植物に関する基礎情報の不足が課題となって

いた．そこで，2022年から，エリア外にある高知

県立牧野植物園（以下，牧野植物園）や市民ボラ

ンティアと連携し，県事業の植物相調査と合同で

エリア内の植物相調査を行い，植生，植物相情報

の充実を図った．本稿では，土佐清水ジオパーク

における植物相調査の経緯と成果を報告する．  

 

土佐清水ジオパークの概要と植物相 

 

土佐清水ジオパークは高知県土佐清水市の陸域

（266.34 km2）と海域（82.02 km2）で構成され，

2021年に44番目の日本ジオパークとして認定され

た．四国の南西端に当たる足摺岬を中心とした地

域で（図1），海に突き出した地形と，黒潮が接岸

することでもたらされた気候や風土により，造礁

サンゴを礎とする豊かな海洋生態系や，亜熱帯性

植物の混生する暖温帯林といった陸域生態系が見

られる．また，これらの自然条件を生かして，漁

業や海岸風景を楽しむ観光業が発達している．海

岸部を中心に足摺宇和海国立公園とエリアが重複
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要  旨 

「ジオ・エコ・ヒト」という言葉に代表されるように，日本のジオパークでは，地質遺産のみなら

ず，自然遺産，文化遺産との繋がりも重視されている．しかし，ジオパーク管理運営団体の専門性の不

足等から，多岐に渡る関連分野の全てについて十分に情報を収集し，活用することは困難である．土佐

清水ジオパークでは，エリア内の植物に関する基礎情報の不足が課題となっていた．そこで2022年か

ら，高知県立牧野植物園と連携してエリア内の植物相(1)調査を実施している．この調査では，約150点の

植物標本を収集し，学校教育や企画展示で活用した．また，絶滅危惧植物の自生が約20年ぶりに県内で

再確認されるなどの成果があがった．さらに，市民とジオパーク，植物園の情報共有ネットワークがで

きつつある．今後の調査の継続体制の確立や，この調査で得られた情報をサイト選定や保全にいかに活

かしていくかが課題である．  
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しており，ジオパークと国立公園は保全活動，教

育活動などの面で連携して活動している．土佐清

水ジオパークは四国内でも特に温暖な地域で，ス

ダ ジ イ（Castanopsis sieboldii）や タ ブ ノ キ

（Machilus thunbergii）が優占する暖温帯照葉樹

林が広がる．また，足摺岬では四国の最南端とい

う立地と黒潮がもたらす温暖湿潤な気候に起因し

てアコウ（Ficus superba）やクワズイモ（Alocasia 

odorum）などの亜熱帯性植物が，加えて海に面し

た立地により海岸性の植物がよく見られる．足摺

岬先端部には，選択的な伐採によってヤブツバキ

（Camellia japonica）の優占する森林が形成され

ており，地域のシンボルとして親しまれている．

エリア内では現在約1100種（亜種，変種，雑種，

外来種を含む）の維管束植物が確認されている．

（公益財団法人高知県牧野記念財団, 2014）．  

 

 

土佐清水ジオパークにおける植物の取り扱いとその

課題  

 

土佐清水ジオパークではこれまでに，5か所の自

然サイトを設定した（表1）．このうち，植物や植

生に関わるサイトは4か所（1～3, 5）である．サイ

トの種類は，特徴 的な植 生を指定し たもの（1, 

2），天然記念物となっている大樹を指定したもの

（3），希少植物の保全地を指定したもの（5）が

あり，いずれも比較的狭い範囲を指定したものと

なっている．このうち2か所（2, 5）では地域住民

を中心とした保全活動が実施されている． 

また，自然サイトではなくジオサイトとして設

定したが，生態的価値に言及しているサイトもあ

る（表2）．サイト設定にあたっては，まず地質学

的価値を評価し，地質学的価値の高い一続きの領

域をジオサイトに登録した．次に，ジオサイト以

外の場所で，大地と関連した生態学的価値や文化

的価値を持つ領域をそれぞれ自然サイト，文化サ

イトとした．この時，同じ領域を重複して複数の

図1 土佐清水ジオパークの位置（a. 明灰色は高知県幡

多地域，紺色が土佐清水ジオパークの陸域で，その範囲

は土佐清水市と一致する．灰紺色が土佐清水ジオパーク

の海域．b. 重要なジオサイト，足摺岬）  

Figure 1. Location of Tosashimizu Geopark (a: Light 

grey area is Hata region in Kochi Prefecture. Navy area 

is the terrestrial area of Tosashimizu Geopark, 

consistent in which of Tosashimizu City. Navy-grey 

area is the aquatic area of Tosashimizu Geopark. b: 

Photo of Cape Ashizuri, the important geosite of 

Tosashimizu Geopark)  

  サイト名 サイトの価値 

1 大岐の浜 

全国的に珍しい成熟した照葉樹林から

なる海岸林がよく発達した典型的な波

浪卓越型砂浜海岸であり，こうした海

岸に特徴的な砂丘から外浜にかけての

堆積地形や堆積物，そしてそこに生息

する多様な海浜生物が容易に観察でき

るため． 

2 足摺岬の椿群落 

貴重な亜熱帯性植物が観察できる．ま

た，温帯海岸域に典型的な植生が，当

地域特有の文化による植物利用によっ

て形成されたヤブツバキ群落が見られ

る． 

3 松尾のアコウ 

アコウは黒潮の影響で温暖多雨な当地

域を特徴づける亜熱帯植物の代表的樹

種であることに加え，松尾天満宮境内

に は 樹 齢300年 を 越 え る 大 樹 が 生 育

し，地域の自然を代表する植物として

貴重なため． 

4 竜串湾 

湾内には巨大な砂岩ブロックが形成す

る岩礁（浅瀬）などの地質構造に規制

された特徴的な地形・環境が存在する

とともに，そうした浅瀬が造礁性サン

ゴの気質となるなど，ジオと生態系と

の深い関係がよくわかる場であるた

め．地域住民らの活動によってサンゴ

をはじめとする多様度の高い生物群集

が保全されていることも特筆される． 

5 マルバテイショウソウ保全地 

希少植物マルバテイショウソウの四国

唯一の自生地であり，地域住民や専門

家らが一体となってその保全に取り組

んでいる．植物学的にも保全生態学的

にも重要な場所であるため． 

表1 土佐清水ジオパークの自然サイト  

Table 1. The Ecological sites of Tosashimizu geopark  
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サイトに登録することは避けた．土佐清水ジオ

パークでは，サイトを明確な境界線を持つひとつ

ながりの領域として設定しており，説明や管理の

しやすさから，このような形をとっている．この

ため，ジオサイトについては，生態学的価値や文

化的価値を併せ持つサイトがある．これらのサイ

トでは，サイト解説看板やパンフレット，ツアー

の解説などで地質学的価値と合わせて生態学的価

値についても触れ，解説している． 

さらに，地域全体に見られる植生については，

黒潮との関わりを含めて，ウェブサイト等で紹介

している（図2）． 

しかし，ジオパークにおいて，植生，植物相の

豊かさを十分に評価し，活用しているとは言い難

いのが現状である．例えば，土佐清水市は高知県

の中でもとりわけシダ植物の豊富な地域として知

られる（山岡, 2002）．これは四国西南部という立

地と黒潮がもたらす温暖多雨な気候によるものと

考えられるが，このシダ植物に適した環境と大地

との関係を理解し説明するには至っていない ． 

また，土佐清水市には119種の希少植物が生育す

る（高知県レッドデータブック（植物編）改訂委

員会, 2022）．しかしこれまでの調査・研究の不足

により，ジオパークではこれらの植物の分布，生

育状況について十分な情報を有していない．希少

植物の保全等に関しては地方自治体や環境省と協

力して取り組むべきものであることはもちろんだ

が，基礎的なデータがないことで，ジオパークと

して活動や保全するべきものの評価ができないこ

とが問題である．原因としては，地域に専門家が

いないことや基礎資料の不足が挙げられる．これ

らの課題の解決のため，土佐清水ジオパークで

は，2022年度より，牧野植物園や市民と連携した

植物調査活動を実施している．  

 

 

 

 

  名称 サイトの意義 サイトの有する生態学的価値とその取り扱い 

1 尻貝の浜 

三崎層群の基底をなす漸新世-中新世の付加体の堆積物がよく観察でき

るため． 

四国で最後にカワウソの目撃情報があった場所であ

る．現在のところその点について説明，周知は行って

いない． 

2 叶崎 
当ジオパーク内で最も古い来栖野層が分布し，付加堆積物やその変形

構造が観察できるため． 

希少植物のツメレンゲがよく観察できる．ジオツアー

などで紹介している． 

3 今ノ山 

土佐清水の中央部から北西部にかけて延びる山地が，黒潮からもたら

される水蒸気を受け止めて豊富な降雨をもたらし，土佐清水の水源と

なっている．その最高峰が今ノ山である．山頂付近には，土佐清水で

は珍しい植生をもつ自然林が分布している． 

山頂付近に自然度の高い植生があり，サイト設定の際

にはその植生を取り込むように設定した． 

4 松崎・落窪海岸 

泥岩・砂岩泥岩互層からなる沖浜～沖浜漸移帯堆積物と，保存状態の

良い波浪漣痕などの堆積構造や日本海拡大期の前弧浅海域に広がった

きわめて活発な堆積作用による高ストレス環境を示す低多様度・低密

度の生痕群集がよく観察できるため． 

市の天然記念物に指定されているハマユウ（ハマオモ

ト）群落がある．現在のところ特に周知は行っていな

い． 

5 竜串海岸 

厚層～極厚層砂岩を主とする下部外浜堆積物とそれらに含まれる生痕

化石群ならびに日本海拡大期の前弧堆積作用を特徴づける地震堆積物

や津波堆積物，タフォニなどの岩石の風化にともなう特徴的地形（奇

岩として知られる）がよく観察できる． 

潮だまりで潮間帯の生き物がよく観察でき，それを

テーマとしたツアーが実施されている． 

6 足摺岬 
海食地形や節理のほか，黒色の玄武岩質包有岩が散在，または同時性

岩脈状に含まれる様子が観察できる． 

花崗岩の海食崖で海岸崖地植物がよく観察できる．ツ

アーで植物について紹介している． 

7 白山洞門 

国内最大規模の花崗岩からなる海食洞門で，転石ではあるもののラパ

キビ花崗岩を観察できる． 

洞門の岩肌では海岸崖地植物がよく観察できる．パン

フレットや看板，ツアー等で植物について紹介してい

る． 

8 津呂・窪津の海成段丘 

明瞭な段丘地形と，当地域の気候に適応した生活，金剛福寺や遍路と

いった歴史・文化的が色濃く残された地域である． 

段丘上に位置する津呂集落ではヤブツバキを主とした

防風垣が築かれ，地域を特徴づける風景となってい

る．過去にイベント等やコラムで紹介したことがあ

る． 

9 唐船島 

昭和南海地震の際に隆起してできた離水ベンチがよく保存され，容易

に観察可能である． 

湾内に位置する小島であり，サギ類の営巣地となって

いる．現在のところ詳細な調査，価値づけは行われて

いない． 

10 鹿島 

現在ではあまり見ることができない蹉跎層群が露出し，清水港と清水

地区発展の理由を地質・地形の観点から確認できる場所である．ま

た，市街地付近でタブノキやスダジイ，イヌマキの大木が保存された

極相に近い植生がみられ，土佐清水を代表する鹿島大祭の舞台でもあ

り，自然や文化的な価値も有する． 

島の照葉樹林が鹿島神社社叢として市の文化財に登録

されている．看板やツアー，教育活動等で活用してい

る． 

表2 土佐清水ジオパークにおける生態学的な価値を有するジオサイトとその取り扱い状況  

Table 2. The geological sites having an ecological value in Tosashimizu geopark  
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植物調査 

 

1. 実施の経緯 

高知県では2001年から2008年までの8年間に高

知県植物誌編纂事業が実施され，2009年に高知県

植物誌が出版された（高知県・財団法人高知県牧

野記念財団, 2009）．しかし，この植物誌編纂事業

では，県を19のエリアに分けて調査を行ったた

め，市町村単位で見ると未採集標本が多数あっ

た．また，出版後に発見された新産種や新種，分

類が変更されたのもの，移入・定着が確認された

外来種など，新たな情報も蓄積してきている（高

知県立牧野植物園 植物研究課 野生植物分布調査事

務局, 2023）．そこで，2021年から2028年の7年間

で高知県下の各市町村で植物相調査を順次行う計

画が立てられた．この調査では，月約1回のペース

で，植物調査の専門家である牧野植物園の職員が

各地域を訪れる形で，地元の植物調査ボランティ

アを中心に植物相調査を実施している． 

土佐清水市は，2022年度に重点調査区域として

設定され，調査が実施された．この調査では，県

西部地域の調査で中心的役割を果たしてきた土佐

植物研究会の細川公子氏が地元出身であることも

あって主体的に活動されることとなった．土佐清

水ジオパークの陸域エリアの範囲が土佐清水市の

範囲と一致することもあり，その細川氏から土佐

清水ジオパーク推進協議会へ共同調査の打診が

あったため，土佐清水市域については土佐清水ジ

オパーク推進協議会も協力することとなった．こ

の事業では，植物に関わる新たな人材の確保・育

成が目標に掲げられていることから，新たな人材

の中でも調査ボランティア獲得のため，実施にあ

たって，ジオパーク推進協議会がジオガイド等ジ

オパーク活動と関わりのある市民へ声かけを行っ

た． 

調査開始前の2022年3月，土佐清水ジオパークの

拠点施設でもある足摺宇和海国立公園竜串ビジ

タ ー セ ン タ ー「う み の わ」（以 下，「う み の

わ」）において，ガイダンスを兼ねた調査講習会

を行った．その後，約月1回のペースで，2023年

12月までに計17回の調査を実施した．この期間に

調査をおこなった範囲は市内の計20地区に及ん

図2 土佐清水ジオパークにおける植物の重要性を示すウェブサイト   

Figure 2. Website image of the consequence  vegetation in Tosashimizu Geopark  

43 



 

だ．ただし，地区の区分は令和2年国勢調査町丁・

字等別境界データに基づく（政府統計の総合窓口

（e-Stat）, 2023）．当初の土佐清水市における調

査期間は2022年度の一年間であったが，2023年に

おいても，細川氏が参加する周辺の市町村の調査

と日程を合わせることによって効率的な調査が可

能となり，同様の体制で引き続き調査を実施して

いる． 

 

2. 調査方法及び実施体制 

この調査は，牧野植物園，高知県民による植物

調査ボランティア，そして土佐清水ジオパーク推

進協議会が協力して行った（図3）． 

この調査では，高知県野生植物分布調査の実施

手順（高知県立牧野植物園植物研究課野生植物分

布調査事務局, 2023）に則り，調査地の全植物種に

ついて調査した．また，これまでに土佐清水市で

採集された標本のチェックリストに基づいて，以

下のいずれかの条件にあてはまるものを採集し，

さく葉標本を作製した． 

（ア）2001年以降に土佐清水市内で採集された標

本がない植物 

（イ）これまでに高知県内で採取された市町村数が

20市町村以下の植物 

（ウ）調査時に花あるいは果実があるが種を確定で

きなかった植物 

（エ）土佐清水ジオパークの地質，地形，気象，文

化と関わりが深く，教育への活用が見込める植物 

条件（ア）～（ウ）については，調査時に標本

および調査票は2部ずつ作製し，1部を牧野植物園

で，1部を土佐清水ジオパーク推進協議会で保管を

行っている．条件（エ）については標本および調

査票は1部を作製し，土佐清水ジオパーク推進協議

会で保管を行っている．  

調査に関わった各機関・団体の役割は以下の通

りである．  

①高知県立牧野植物園：調査の計画・立案，チェッ

クリストの作成・更新，調査ボランティアの取り

まとめ，調査日の連絡，調査方法の指導，標本の

同定(2) 

②植物調査ボランティア：現地調査（調査票の記

入，チェックリストの確認，植物採集，標本作

製） 

③一般社団法人土佐清水ジオパーク推進協議会：現

地調査（調査票の記入，チェックリストの確認，

植物採集，標本作製），作製された標本の管理

（土佐清水ジオパークの分），標本の活用 

 

3. 調査の成果 

（1）絶滅危惧植物イワダレソウの再発見 

この調査によって，高知県内で23年ぶりに自生

のイワダレソウ (Phyla nodiflora) が確認された

（図4）．イワダレソウはクマツヅラ科の多年草

で，日当たりのよい海岸に生育し，世界に広く分

布する（遠藤, 2021）．高知県では生育地が孤立し

ていることによって絶滅の危機に瀕しており，

1999年の土佐清水市大岐地区での記録を最後に，

図4 23年ぶりに高知県内で再発見されたイワダレソウ  

Figure 4. Phyla nodiflora was rediscovered in Kochi 

Prefecture for the first time in 23 years  

図3 土佐清水ジオパークエリアでの植物相調査の様子  

Figure 3. Photo of the flora survey in Tosashimizu 

Geopark area.  

44 



 

その後生育が確認されていなかった．しかし，こ

の調査によって，2022年9月，大岐地区の海岸から

約100 m離れた山際の路傍でイワダレソウの自生が

確認された（細川, 2023）． 

 

（2）植物標本の収集・活用 

2023年7月までに約150点の植物標本を収集し，

「うみのわ」に収蔵した．また，2023年からこれ

らの植物標本を活用した展示や教育活動を実施し

ている． 

《活用事例》  

・企画展示「土佐清水と植物」の実施（図5） 

2023年夏に，調査で収集した標本を展示し，土

佐清水市の大地，植物相，文化との関連を紹介す

る展示を実施した．  

・学校教育での活用  

土佐清水市立清水小学校において，5年生理科

「花のつくり」の単元に関連して，土佐清水市の

植物相について，講演と標本の観察を行った． 

奇しくも2023年は高知県出身の植物学者，牧野

富太郎をモデルとしたNHK連続テレビ小説「らん

まん」が放映されることとなり，放映が発表され

た2022年4月から高知県は大いに盛り上がりを見せ

た．土佐清水市における植物調査も，市民参加型

の植物調査活動としてテレビに取り上げられるな

どの効果があったほか，市内各所から植物に関す

る問い合わせや情報提供依頼が増え，調査で得ら

れた情報や標本の活用に繋がった． 

  

 

図5 植物相調査の成果を活用した企画展示の様子（a:  広報用バナー，b, c: 展示室の様子）   

Figure 5. Exhibition with the results of flora survey (a: PR banner, b, c: photo of the exhibition)  
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（3）植物に興味のある市民―ジオパーク―植物園

のネットワークの構築 

この調査を通じて，植物に関心のある地域住民

とジオパーク，牧野植物園の専門家とのネット

ワークができつつある．地域の植物の産地発見や

フェノロジー情報の収集については，地域住民の

協力が不可欠である．この調査を通じて，地域の

植物愛好家や自然に関心の高い市民同士の交流が

活発となり，土佐清水ジオパーク推進協議会に植

物の分布情報やフェノロジー情報が寄せられるよ

うになった．また，2023年夏に牧野植物園の研究

員を招いて講演会を実施し，2024年1月には「うみ

のわ」で牧野植物園主催の植物の研修会を実施す

る予定であるなど，ジオパークと植物園の連携も

深まっている．  

 

展望と課題 

 

1. 調査で収集した情報や標本の活用 

土佐清水ジオパークの拠点施設でもある「うみ

のわ」に収蔵している標本の目録を整備し，標本

の公開と活用を目指す．「うみのわ」は国立公園

のビジターセンターでもあり，エリア内に（県立

水族館を除いて）自然史博物館・資料館がない土

佐清水において，自然学習の拠点的役割を担って

いる．標本の目録を整備し，市民へ公開すること

で，自然学習等への活用を目指したい．さらに，

調査で得られた情報をもとに土佐清水ジオパーク

の植物相を大地との関わりの観点から整理，価値

づけし，保全や教育，活用といったジオパーク活

動へ反映していくことが重要である．調査の際に

教育への活用が見込まれて（条件（エ））採集さ

れたものについては，すでに学校教育や展示で活

用をはじめている．しかし，それ以外のものにつ

いては具体的にどのような手順で整理，価値づけ

を行うかという方策については未だ見通しが立っ

ていない．この調査で得られた情報をサイト選定

や保全にいかに活かしていくかが課題である．  

 

2. 調査の継続実施と連携体制の強化 

これまでの調査によって，植物相，植生の情報

や標本を収集し，一部活用するなどの成果があ

がった．一方で，調査地点に偏りがある，まだ採

集されていない植物があるなど，課題も残ってい

る．また，調査を通じて，植物に関心のある市民

のネットワークが構築できるなど，情報や標本収

集のみならず地域活動としての良い効果も見えて

きた．以上の理由から，今後も調査の継続を目指

したい．調査の継続にあたっては，牧野植物園と

の連携体制の強化が不可欠である．今回の調査は

県事業の実施という好機によって始まったものだ

が，長期的な連携体制構築のためには，お互いに

メリットのある関係を目指す必要がある．地域密

着であるというジオパーク活動の強みを生かし

て，地域の植物に係る教育普及分野で牧野植物園

に協力することでメリットを提供できるのではな

いかと考える．  

 

3. 他分野への展開 

この調査では，県の植物相調査事業と共同で行

うことで，地域外の専門機関（牧野植物園）と連

携することができた．太田（2024）は好適な調査

場所などのメリットの提供によって研究者を誘致

した事例であるが，はじめから明確なメリットを

提供できない場合でも，時機を見て活動すること

により，専門家と協力体制を築くことが可能であ

ることが分かった．海洋生態系や遍路文化など，

土佐清水ジオパークにおいていまだ活用が進んで

いない分野は多い．今後はそういった他分野の活

動でも専門家との連携を模索していきたい． 

 

本稿は，2023年10月28日に開催された第13回日

本ジオパーク全国大会 in 関東の分科会⑪「ジオ・

エコ・ヒト ―なぜジオパークで生態学？」におけ

る発表内容を再構成したものである．同分科会の

詳細については，平田ほか（2024a, 2024b）を参

照されたい． 
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注 

 

（1）ある地域に分布する全ての植物種のまとまり 

（2）分類学において生物の種名を決定すること  
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